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は
じ
め
に

近
代
以
降
、
万
葉
集
巻
十
一
・
十
二
の
作
者
未
詳
歌
は
民
謡
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
て
き
た⑴

。
そ
の
後
、
巻
十
一
・
十
二
の
研
究
は
民
謡
／
非
民
謡
論
争
を
中
心
に

深
め
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
何
を
以
て
民
謡
と
す
る
か
と
い
う
立
脚
点
を
異
に

し
て
い
た
為
に
未
だ
結
着
せ
ず
、
問
題
は
残
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
本
稿
は
、

巻
十
一
・
十
二
に
即
し
た
新
し
い
角
度
か
ら
、
民
謡
的
性
格
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
て

き
た
地
名
含
有
率
の
高
さ
を
読
み
解
き
、
そ
の
非
民
謡
性
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
は
民
謡
説
を
中
心
に
展
開
さ
れ
た
巻
十
一
・
十
二
研
究
史
の
問
題
点
と
課
題

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。
初
め
て
両
巻
の
歌
を
民
謡
と
言
っ
た
の
は

芳
賀
矢
一
『
国
文
学
歴
代
選
』（
明
治
四
一
）
で
、
次
い
で
佐
佐
木
信
綱
『
和
歌
史

の
研
究
』（
大
正
一
〇　

訂
正
再
版
）
が
巻
十
一
〜
十
六
ま
で
を
民
謡
集
と
述
べ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
注
釈
書
の
解
説
に
民
謡
説
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
澤
瀉
久
孝
、

鴻
巣
盛
広
、
土
屋
文
明
、
春
日
政
治
、
久
松
潜
一
な
ど
主
立
っ
た
研
究
者
が
同
意
す

る
よ
う
に
な
る
。

当
初
の
民
謡
説
に
は
「
国
民
詩
」
と
「
技
術
詩
」
と
の
区
別
が
あ
り
、
技
巧
の
な

い
民
衆
の
歌
を
民
謡
と
考
え
て
い
た
（
志⑵

田
義
秀
「
日
本
民
謡
概
論
」
明
治
三
九
）。

両
巻
所
収
歌
の
作
者
を
民
衆
と
考
え
た
の
は
作
者
未
詳
だ
か
ら
だ
ろ
う
。
佐
佐
木

は
、
遣
新
羅
使
人
歌
や
中
臣
宅
守
と
狭
野
弟
上
娘
子
と
の
贈
答
歌
ま
で
も
民
謡
と
し

て
お
り
、
民
衆
に
下
級
官
人
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

そ
の
後
、
作
者
未
詳
性
、
素
朴
性
・
郷
土
性
、
類
歌
性
・
集
団
性
な
ど
の
属
性
が

指
摘
さ
れ
て
く
る
。
そ
の
う
ち
作
者
未
詳
性
は
、
民
衆
と
い
う
集
団
に
共
有
さ
れ
る

民
謡
が
作
者
と
い
う
個
人
名
を
持
ち
に
く
い
為
に
、
当
初
か
ら
民
謡
の
属
性
と
見
ら

れ
て
い
た
。

次
い
で
素
朴
性
・
郷
土
性
が
属
性
と
し
て
示
さ
れ
る
。「
天
真
爛
漫
の
趣
」（
佐

佐
木
前
掲
書　

大
正
一
〇
）、「
素
朴
純
情
、
野
趣
の
横
溢
」（
鴻
巣
『
万
葉
集
全
釈   

第
三
冊
』
昭
和
七
）、「
文
化
人
よ
り
離
れ
た
野
人
の
内
生
活
を
窺
ふ
こ
と
の
出
来
る
」

「
民
謡
的
色
調
」（
春
日
『
万
葉
集
総
釈　

第
六
』
昭
和
一
一
）、「
民
族
心
、
社
会
心
、

一
般
に
集
団
意
識
と
称
す
べ
き
表
現
」（
土
屋
『
万
葉
集
私
注　

第
十
一
巻
』
昭
和

二
七
）
な
ど
の
指
摘
が
そ
れ
に
当
た
る
と
思
わ
れ
、
具
体
的
に
は
、
呪
術
や
実
生
活

の
素
材
に
関
す
る
表
現
、
露
骨
な
性
の
表
現
、
寄
物
陳
思
歌
の
地
名
含
有
率
の
高
さ

な
ど
を
指
す
。

最
後
に
、
類
歌
性
・
集
団
性
が
属
性
と
し
て
示
さ
れ
る
。
恐
ら
く
澤
瀉
『
万
葉
集

新
釈
』（
昭
和
六
）
の
指
摘
が
最
も
早
く
、
次
い
で
土
屋
「
万
葉
集
中
の
民
謡
に
就

い
て
二
三
」（
昭
和
七
）、
さ
ら
に
春
日
と
久
松
が
『
万
葉
集
総
釈　

第
六
』
の
概
説

で
言
及
し
て
い
る
。
類
型
や
類
想
の
歌
が
多
く
、
そ
れ
故
に
非
個
性
的
普
遍
的
で
あ

り
、
歌
の
成
立
の
背
景
に
伝
誦
や
流
動
を
経
た
集
団
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
言

う
。こ

う
し
て
民
謡
説
が
無
批
判
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
く
中
、
や
が
て
民
謡
説
へ
の

批
判
が
始
ま
り
、
歌
の
生
態
把
握
（
高
木
市
之
助
・
土
橋
寛
ら
）
と
内
容
や
表
現
の

万
葉
集
巻
十
一
・
十
二
作
者
未
詳
歌
に
お
け
る

　
　
　
地
名
歌
の
非
民
謡
性

栃
尾
　
有
紀
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研
究
（
森
脇
一
夫
ら
）
に
よ
り
民
謡
説
は
否
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ま
で
指
摘

さ
れ
て
き
た
民
謡
の
属
性
は
、
両
巻
の
歌
の
代
表
的
特
徴
と
し
て
残
る
こ
と
に
な

る
。高⑶

木
は
、
民
謡
を
原⑷

始
社
会
の
産
物
と
し
て
文
学
に
対
す
る
別
の
範
疇
に
分
類
し

て
民
謡
説
を
否
定
、
民
謡
の
属
性
に
つ
い
て
も
民
謡
に
限
っ
た
性
質
で
は
な
い
と
捉

え
直
し
て
い
る
。
高
木
に
よ
る
批
判
の
功
績
は
、
類
歌
性
・
集
団
性
を
両
巻
に
固
有

の
問
題
と
し
て
で
は
な
く
、
古
代
和
歌
の
生
態
（
前
代
的
な
非
個
性
等
質
の
社
会
の

残
照
）
と
し
て
捉
え
直
し
た
点
に
あ
る
。

続
い
て
土⑸

橋
も
、
創
作
歌
を
一
回
的
な
抒
情
表
現
と
規
定
し
て
対
極
に
民
謡
を
お

い
た
（
民
謡
は
集
団
的
抒
情
を
内
容
と
し
、
伝
承
性
を
常
態
と
し
た
著
作
権
の
な
い

歌
）。
そ
の
上
で
、
殆
ど
の
作
者
未
詳
歌
は
、
個
人
的
抒
情
で
あ
り
な
が
ら
創
作
歌

で
は
な
い
再
生
歌
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
を
「
民
謡
と
創
作
歌
の
中
間
的
な
存
在
」

と
位
置
づ
け
る
。
高
木
・
土
橋
の
見
解
は
、
両
巻
を
作
歌
参
考
書
あ
る
い
は
規
範
集

と
し
て
編
纂
さ
れ
た
、
ま
た
は
原
資
料
が
そ
う
で
あ
っ
た
と
考
え
る
点
で
も
共
通
し

て
い
る
。

他
方
、
森
脇
一
夫
『
万
葉
の
美
意
識
』（
昭
和
四
九
）
は
、
両
巻
の
歌
と
天
平
期

歌
人
の
歌
と
に
天
平
期
以
降
の
詩
語
を
使
っ
た
観
念
的
な
歌
い
方
が
共
通
し
て
見
ら

れ
る
こ
と
に
着
目
し
た
。
そ
し
て
、
両
巻
の
歌
は
、
都
会
的
貴
族
的
個
性
的
で
あ
る

と
述
べ
、
作
歌
及
び
編
纂
年
代
、
作
者
層
、
作
歌
背
景
も
天
平
期
の
著
名
歌
人
と
同

様
に
考
え
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
。
森
脇
論
に
よ
り
民
謡
説
否
定
の
流
れ
は
強

ま
っ
た
が
、
民
謡
説
が
当
初
か
ら
天
平
期
下
級
官
人
の
歌
を
含
ん
で
出
発
し
た
こ
と

を
思
え
ば
、
未
だ
民
謡
説
の
想
定
の
範
囲
内
に
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

中
川
幸
廣
『
万
葉
集
の
作
品
と
基
層
』（
平
成
五
）
も
作
者
層
と
作
歌
及
び
編
纂

年
代
の
想
定
は
森
脇
論
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
（
森
脇
論
よ
り
広
い
天
平
期
歌
人
の
ほ
ぼ

全
体
、
中
下
級
官
人
を
含
む
万
葉
の
基
層
部
分
と
想
定
）。
中
川
論
で
は
、
民
謡
説

に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
き
た
素
朴
性
・
郷
土
性
が
「
文
学
活
動
と
し
て
の
民
謡
性
」
と

し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
点
が
注
意
さ
れ
る
。
素
朴
性
・
郷
土
性
が
指
摘
で
き
そ
う
な

歌
を
民
謡
性
と
結
び
つ
け
ず
に
理
解
す
る
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

こ
う
し
て
民
謡
説
は
否
定
さ
れ
た
が
、
民
謡
の
属
性
は
特
徴
と
し
て
再
確
認
さ

れ
、
巻
十
一
・
十
二
両
巻
の
歌
は
民
謡
で
も
創
作
歌
で
も
貴
族
和
歌
で
も
な
い
複
雑

な
位
相
の
歌
と
し
て
曖
昧
に
捉
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
か
つ
て
高

木
・
土
橋
は
、
両
巻
は
参
考
書
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
た
が
、

仮
に
そ
の
よ
う
な
編
纂
意
識
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
外
部
か
ら
両
巻
の
歌
を
規
定
す

る
力
が
働
い
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
単
に
表
現
や
性
格
か
ら
歌
の
実
体
を
見
極
め
る

こ
と
は
難
し
く
な
る
。
た
だ
し
、
作
者
未
詳
性
、
素
朴
性
・
郷
土
性
、
類
歌
性
の
三

点
が
両
巻
所
収
歌
を
特
徴
付
け
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
か
ら
、
民
謡
／
非
民
謡

論
争
を
一
旦
離
れ
、
両
巻
に
即
し
て
捉
え
直
す
必
要
は
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
素
朴
性
・
郷
土
性
の
一
端
を
担
う
と
さ
れ
て
き
た
地
名
含
有

率
の
高
さ
を
取
り
上
げ
、
改
め
て
両
巻
の
歌
の
性
格
を
考
察
し
て
み
た
い
。
澤
瀉

「
万
葉
集
の
巻
々
の
性
質
」（
昭
和
二
八
）
に
も
「
諸
方
に
伝
誦
せ
ら
れ
て
ゐ
る
間
に

そ
の
土
地
々
々
の
名
を
詠
み
込
ま
れ
る
や
う
に
な
つ
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、
地
名
含

有
率
の
高
さ
は
民
謡
説
の
根
拠
の
一
つ
だ
っ
た
。
人
麻
呂
歌
集
を
除
く
地
名
は
、
巻

十
一
に
六
一
例
、
巻
十
二
に
八
三
例
あ
り
、
寄
物
陳
思
歌
の
含
有
率
は
巻
十
一
で

三
二
％
、
巻
十
二
で
二
八
％
と
比
較
的
高
い
（
吉
田
義
孝
『
柿
本
人
麻
呂
と
そ
の
時

代
』（
昭
和
六
一
）
に
よ
る
と
、
東
歌
六
〇
％
、
未
勘
国
歌
の
み
三
二
％
）。
そ
の
背

景
に
は
、
服
属
の
印
と
し
て
宮⑹

廷
に
献
上
さ
れ
た
民
謡
に
は
地
名
が
多⑺

く
含
ま
れ

て
い
た
と
い
う
考
え
が
あ
る
。
高
野
正
美
『
万
葉
集
作
者
未
詳
歌
の
研
究
』（
昭
和

五
七
）
は
、
民
間
の
寿
歌
に
淵⑻

源
す
る
序
歌
方
式
「
地
名
＋
景
物
」
に
表
れ
る
地
域
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性
は
民
衆
性
と
絡
み
合
っ
て
お
り
、
例
え
ば
巻
十
二
よ
り
巻
十
一
の
地
名
含
有
率
が

高
い
こ
と
は
、
巻
十
一
に
地
方
色
が
強
く
、
巻
十
二
が
都
会
的
で
あ
る
こ
と
を
示
す

と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
考
え
に
対
し
、
森
本
治
吉
『
万
葉
集
の
芸
術
性
』（
昭
和
一
六
）
の

よ
う
に
両
巻
の
地
名
が
「
殆
ど
大
和
国
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
故
に
、
地
方
民
謡
の
性
質

を
有
し
な
い
。
殊
に
地
名
は
奈
良
の
附
近
が
多
い
故
に
制
作
の
時
代
も
甚
だ
新
し
い

と
思
は
れ
る
」
と
し
て
、
民
謡
説
を
否
定
す
る
考
え
も
あ
る
。
首
都
圏
に
も
民
謡
が

あ
っ
た
と
す
れ
ば
畿
内
の
地
名
が
多
い
と
い
う
だ
け
で
民
謡
説
を
否
定
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、「
地
方
民
謡
の
性
質
を
有
し
な
い
」
と
い
う
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。

高
木
・
森
脇
ら
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
両
巻
の
作
者
未
詳
歌
の
殆
ど
は

作
者
判
明
歌
と
等
質
な
類
型
歌
で
あ
り
、
そ
の
為
こ
れ
を
民
謡
と
す
る
な
ら
作
者
判

明
歌
も
民
謡
に
な
ら
ざ
る
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

民
謡
説
を
離
れ
て
見
る
時
、
寄
物
陳
思
歌
の
地
名
含
有
率
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
寄
物
陳
思
歌
に
お
け
る
地
名
の
偏
在
及
び
質
に
焦

点
を
当
て
て
検
討
し
て
み
た
い
。

第
一
節　

物
象
と
地
名

例
え
ば
、
巻
十
一
天⑼

地
部
・
地
象
・
川
に
は
、
次
の
よ
う
な
地
名
歌
が
見
ら
れ
る
。

⑪
2701　

明
日
香
川　

明
日
も
渡
ら
む　

石
橋
の　

遠
き
心
は　

思
ほ
え
ぬ
か
も

⑪
2702　

明
日
香
川　

水
行
き
増
さ
り　

い
や
日
異
に　

恋
の
増
さ
ら
ば　

あ
り
か
つ

ま
し
じ

⑪
2703　

ま
薦
刈
る　

大
野
川
原
の　

水
隠
り
に　

恋
ひ
来
し
妹
が　

紐
解
く
我
は

⑪
2706　

泊
瀬
川　

早
み
早
瀬
を　

む
す
び
上
げ
て　

飽
か
ず
や
妹
と　

問
ひ
し
君
は
も

⑪
2708　

し
な
が
鳥　

猪
名
山
と
よ
に　

行
く
水
の　

名
の
み
寄
そ
り
し　

隠
り
妻
は
も

⑪
2710　

犬
上
の　

鳥
籠
の
山
な
る　

不
知
哉
川　

い
さ
と
を
聞
こ
せ　

我
が
名
告
ら

す
な

⑪
2713　

明
日
香
川　

行
く
瀬
を
早
み　

早
け
む
と　

待
つ
ら
む
妹
を　

こ
の
日
暮
ら

し
つ

⑪
2714　

も
の
の
ふ
の　

八
十
宇
治
川
の　

早
き
瀬
に　

立
ち
得
ぬ
恋
も　

我
は
す
る

か
も

⑪
2715　

神
奈
備
の　

打
回
の
崎
の　

岩
淵
の　

隠
り
て
の
み
や　

我
が
恋
ひ
居
ら
む

⑪
二
七
一
五
「
神
奈
備
の
打
回
の
崎
」
は
明
日
香
川
付
近
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

い
ま
打
回
の
崎
を
明
日
香
川
の
う
ち
に
入
れ
る
と
、
明
日
香
川
は
四
例
と
な
る
。
ほ

か
に
、
大
野
川
、
泊
瀬
川
、
猪
名
川
、
不
知
哉
川
、
宇
治
川
が
各
一
例
ず
つ
見
ら
れ

る
。
大
野
川
が
大
和
国
高
市
郡
辺
り
に
あ
っ
た
と
す
る
と
（『
大
和
志
』
は
富
雄
川

の
下
流
で
広
瀬
川
に
注
ぎ
込
む
辺
り
、
契
沖
『
代
匠
記
』
は
大
和
国
高
市
郡
と
し
て

い
る
）、
明
日
香
川
、
泊
瀬
川
、
大
野
川
と
藤
原
京
周
辺
の
川
名
が
並
ん
で
い
る
よ

う
に
見
え
る
。
巻
十
一
川
の
項
で
は
藤
原
京
を
中
心
と
し
た
川
に
、
大
和
国
周
辺
の

宇
治
川
（
山
城
）
と
不
知
哉
川
（
近
江
）、
猪
名
川
（
摂
津
）
が
加
わ
っ
て
い
る
と

理
解
し
て
み
た
い
。

続
い
て
、
巻
十
二
天
地
部
・
地
象
・
川
池
の
地
名
も
見
て
み
る
。
こ
の
項
に
は
地

名
歌
が
八
首
あ
る
。

⑫
3010　

 

佐
保
川
の　

川
波
立
た
ず　

静
け
く
も　

君
に
た
ぐ
ひ
て　

明
日
さ
へ
も
が

も
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⑫
3011　

我
妹
子
に　

衣
か
す
が
の　

宜
寸
川　

よ
し
も
あ
ら
ぬ
か　

妹
が
目
を
見
む

⑫
3012　

と
の
曇
り　

雨
布
留
川
の　

さ
ざ
れ
波　

間
な
く
も
君
は　

思
ほ
ゆ
る
か
も

⑫
3013　

我
妹
子
や　

我
を
忘
ら
す
な　

石
上　

袖
布
留
川
の　

絶
え
む
と
思
へ
や

⑫
3014　

三
輪
山
の　

山
下
と
よ
み　

行
く
水
の　

水
脈
し
絶
え
ず
は　

後
も
我
が
妻

⑫
3018　

 

高
湍
な
る　

能
登
瀬
の
川
の　

後
も
逢
は
む　

妹
に
は
我
は　

今
に
あ
ら
ず

と
も

⑫
3019　

洗
ひ
衣　

取
替
川
の　

川
淀
の　

淀
ま
む
心　

思
ひ
か
ね
つ
も

⑫
3020　

斑
鳩
の　

因
可
の
池
の　

宜
し
く
も　

君
を
言
は
ね
ば　

思
ひ
そ
我
が
す
る

⑫
三
〇
一
二
、三
〇
一
三
に
布
留
川
が
二
例
見
ら
れ
、
佐
保
川
、
宜
寸
川
、
三
輪

山
の
川
、
能
登
瀬
川
、
取
替
川
、
因
可
の
池
が
各
一
例
ず
つ
見
ら
れ
る
。
能
登
瀬
川

に
は
、
奈
良
県
高
市
郡
の
重
坂
川
と
滋
賀
県
坂
田
郡
近
江
町
能
登
瀬
の
天
野
川
と
の

二
説
が
あ
る
が
、
③
三
一
四
「
磯
巨
勢
道
な
る
能
登
瀬
川
」
を
参
考
に
す
る
と
大
和

地
方
の
川
と
推
定
さ
れ
る
の
で
重
坂
川
だ
ろ
う
。
取
替
川
は
『
和
名
抄
』
に
大
和
国

添
下
郡
鳥
貝
郷
の
川
名
と
あ
る
の
に
拠
る
と
、
巻
十
二
川
池
の
項
で
は
、
三
輪
山
の

川
と
能
登
瀬
川
を
除
き
、
平
城
京
を
中
心
と
し
た
川
名
が
並
ん
で
い
る
と
言
え
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
大
凡
の
見
当
と
し
て
、
巻
十
一
の
川
は
藤
原
京
を
、
巻
十
二

の
川
は
平
城
京
を
中
心
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
他
の
物
象
の
場
合

に
も
、
こ
の
よ
う
に
地
名
に
偏
り
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
続
い
て
、
同
じ
水

辺
で
あ
る
巻
十
一
の
海
の
項
を
見
て
み
る
。

⑪
2727　

酢
蛾
島
の　

夏
実
の
浦
に　

寄
す
る
波　

間
も
置
き
て　

我
が
思
は
な
く
に

⑪
2728　

近
江
の　

沖
つ
島
山　

奥
ま
へ
て　

我
が
思
ふ
妹
が　

言
の
繁
け
く

⑪
2729　

 

あ
ら
れ
降
り　

遠
つ
大
浦
に　

寄
す
る
波　

よ
し
も
寄
す
と
も　

憎
く
あ
ら

な
く
に

⑪
2730　

紀
伊
の
海
の　

名
高
の
浦
に　

寄
す
る
波　

音
高
き
か
も　

逢
は
ぬ
児
故
に

⑪
2731　

牛
窓
の　

波
の
潮
さ
ゐ　

島
と
よ
み　

寄
そ
り
し
君
は　

逢
は
ず
か
も
あ
ら
む

⑪
2732　

 

沖
つ
波　

辺
波
の
来
寄
る　

佐
太
の
浦
の　

こ
の
さ
だ
過
ぎ
て　

後
恋
ひ
む

か
も

⑪
2735　

住
吉
の　

岸
の
浦
回
に　

し
く
波
の　

し
く
し
く
妹
を　

見
む
よ
し
も
が
も

⑪
2737　

大
伴
の　

三
津
の
白
波　

間
な
く　

我
が
恋
ふ
ら
く
を　

人
の
知
ら
な
く

⑪
2742　

 

志
賀
の
海
人
の　

火
気
焼
き
立
て
て　

焼
く
塩
の　

辛
き
恋
を
も　

我
は
す

る
か
も

⑪
2743　

 

な
か
な
か
に　

君
に
恋
ひ
ず
は　

比
良
の
浦
の　

海
人
な
ら
ま
し
を　

玉
藻

刈
り
つ
つ

⑪
2747　

 

味
鎌
の　

塩
津
を
さ
し
て　

漕
ぐ
舟
の　

名
は
告
り
て
し
を　

逢
は
ざ
ら
め

や
も

巻
十
一
天
地
部
・
地
象
・
海
（
木
屑
・
埴
生
・
舟
を
含
む
）
に
は
、
右
の
十
一
首

の
地
名
歌
が
あ
る
。
三
津
が
二
例
、
夏
実
、
近
江
、
遠
つ
大
浦
、
名
高
の
浦
、
牛
窓
、

佐
太
、
住
吉
、
志
賀
、
比
良
、
塩
津
が
各
一
例
ず
つ
あ
る
。
夏
実
と
佐
太
は
所
在
不

明
だ
が
、
夏
実
は
「
酢
蛾
島
の
夏
実
の
浦
」
か
ら
現
在
の
菅
島
が
あ
る
三
重
県
鳥
羽

湾
の
辺
り
と
推
定
で
き
る
の
で
、
難
波
と
近
江
以
外
の
地
名
は
五
例
と
な
る
。
川
の

項
と
違
い
藤
原
京
や
平
城
京
と
い
う
視
座
か
ら
は
離
れ
る
が
、
巻
十
一
海
の
項
は
難

波
・
近
江
を
中
心
と
し
て
い
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
（
近
江
・
遠
つ
大
浦
・
比

良
―
近
江
、
住
吉
・
三
津
―
難
波
、
夏
実
―
伊
勢
、
名
高
の
浦
―
紀
伊
、
牛
窓
―
備
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前
、
志
賀
―
筑
前
、
佐
太
―
不
明
）。

港
と
い
う
項
で
あ
れ
ば
難
波
・
近
江
に
偏
る
の
は
当
然
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
海
の
項
で
あ
れ
ば
、
同
じ
畿
内
の
和
泉
や
摂
津
や
播
磨
の
海
辺
、
或
い
は
も
っ

と
紀
伊
半
島
の
海
辺
の
地
名
が
出
て
き
て
も
良
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
実
際
、
巻

十
一
動
植
物
部
の
藻
と
貝
の
項
で
は
、
地
名
は
紀
伊
半
島
に
偏
っ
て
い
る
。

⑪
2780　

紫
の　

名
高
の
浦
の　

な
び
き
藻
の　

心
は
妹
に　

寄
り
に
し
も
の
を

⑪
2795　

紀
伊
の
国
の　

飽
等
の
浜
の　

忘
れ
貝　

我
は
忘
れ
じ　

年
は
経
ぬ
と
も

⑪
2797　

 

住
吉
の　

浜
に
寄
る
と
い
ふ　

う
つ
せ
貝　

実
な
き
こ
と
も
ち　

我
恋
ひ
め

や
も

⑪
2798　

伊
勢
の
海
人
の　

朝
な
夕
な
に　

潜
く
と
い
ふ　

鮑
の
貝
の　

片
思
ひ
に
し
て

巻
十
一
の
藻
と
貝
の
項
の
地
名
は
、
地
名
歌
四
例
中
三
例
（
名
高
の
浦
・
飽
等
の

浜
・
伊
勢
）
が
紀
伊
半
島
に
あ
り
、
他
一
例
（
住
吉
）
が
難
波
に
あ
る
。
近
江
や
摂

津
や
播
磨
は
勿
論
、
中
国
地
方
や
九
州
地
方
の
海
辺
も
全
く
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
。

藻
は
⑦
一
一
三
六
「
宇
治
川
に
生
ふ
る
菅
藻
を
」
の
よ
う
に
川
や
池
の
藻
で
あ
っ
て

も
良
く
、
ま
た
貝
も
海
の
貝
が
多
い
と
は
言
え
②
二
二
四
「
石
川
の
貝
に
交
じ
り
て
」

の
よ
う
に
川
の
貝
で
あ
っ
て
も
良
い
と
思
わ
れ
る
の
に
、
川
や
池
の
名
も
挙
が
ら
な

い
。
そ
も
そ
も
当
該
箇
所
以
外
の
貝
の
用
例
で
は
、
三
津
（
①
六
八
）、
千
沼
の
海

（
⑦
一
一
四
五
）、
住
吉
（
⑦
一
一
四
七
、一
一
四
九
）
と
畿
内
の
地
名
が
歌
わ
れ
て

お
り
、
紀
伊
半
島
の
地
名
は
出
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
紀
伊
半

島
に
偏
る
こ
と
が
自
然
で
な
い
こ
と
は
分
か
る
。

ま
た
、
巻
十
一
の
貝
の
項
に
は
地
名
以
外
の
点
に
も
特
色
が
あ
る
。
そ
れ
は
貝
と

い
う
素
材
の
歌
わ
れ
方
で
あ
る
。
貝
の
用
例
で
は
、「
恋
忘
れ
貝
」
が
十
九
首
中
八

首
と
最
も
多
く
、
他
は
土
産
と
し
て
貝
を
拾
う
歌
な
ど
単
に
貝
を
「
貝
」
と
し
か
呼

ん
で
お
ら
ず
、
ど
の
よ
う
な
貝
で
あ
る
か
に
注
意
を
払
わ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
巻

十
一
の
貝
の
項
で
は
「
う
つ
せ
貝
（
⑪
二
七
九
七
）」「
鮑
の
貝
（
⑪
二
七
九
八
）」「
磯

貝
（
⑪
二
七
九
六
）」
と
貝
の
種
類
を
詠
み
込
む
。
物
象
に
よ
る
分
類
と
い
う
意
識

か
ら
な
の
か
、
様
々
な
貝
に
焦
点
を
当
て
よ
う
と
す
る
態
度
が
窺
え
る
。
歌
わ
れ
方

と
同
じ
よ
う
に
、
地
名
に
対
し
て
も
分
類
意
識
が
働
き
、
名
産
地
や
名
所
へ
の
興
味

か
ら
紀
伊
半
島
の
海
辺
に
偏
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

巻
十
一
海
の
項
と
藻
貝
の
項
に
は
、
巻
十
一
川
の
項
と
巻
十
二
川
池
の
項
と
同
じ

く
、
地
名
の
偏
在
傾
向
が
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
海
の
項
や
貝
の
項
で

確
認
し
た
よ
う
に
自
然
の
結
果
と
は
思
わ
れ
ず
、
物
象
ご
と
に
地
域
が
限
定
さ
れ
て

い
る
か
の
よ
う
な
印
象
さ
え
受
け
る
。

同
様
の
傾
向
は
、
水
辺
の
物
象
だ
け
で
な
く
、
陸
の
物
象
に
も
認
め
ら
れ
る
よ
う

で
あ
る
。
例
え
ば
、
巻
十
一
動
植
物
部
・
草
の
項
に
は
次
の
よ
う
な
地
名
歌
が
あ
る
。

⑪
2757　

大
君
の　

御
笠
に
縫
へ
る　

有
間
菅　

あ
り
つ
つ
見
れ
ど　

事
な
き
我
妹

⑪
2766　

三
島
江
の　

入
江
の
薦
を　

か
り
に
こ
そ　

我
を
ば
君
は　

思
ひ
た
り
け
れ

⑪
2771　

我
妹
子
が　

袖
を
頼
み
て　

真
野
の
浦
の　

小
菅
の
笠
を　

着
ず
て
来
に
け
り

⑪
2772　

 

真
野
の
池
の　

小
菅
を
笠
に　

縫
は
ず
し
て　

人
の
遠
名
を　

立
つ
べ
き
も

の
か

⑪
2774　

神
奈
備
の　

浅
篠
原
の　

う
る
は
し
み　

我
が
思
ふ
君
が　

声
の
著
け
く

右
の
地
名
四
例
の
う
ち
有
間
を
除
く
三
例
（
三
島
江
・
真
野
の
浦
、
真
野
の
池
）

は
現
在
の
大
阪
に
あ
る
。
大
阪
は
菅
や
薦
の
名
産
地
で
あ
り
、
有
間
も
そ
れ
に
準
ず

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
菅
や
薦
に
付
く
地
名
が
大
阪
中
心
に
偏
る
の
は
当
然
と
思
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わ
れ
る
。
し
か
し
本
来
、
歌
の
素
材
と
し
て
の
菅
や
薦
に
付
く
地
名
は
大
阪
を
中
心

と
し
た
地
ば
か
り
で
は
な
い
。「
梯
立
の
倉
椅
川
（
⑦
一
二
八
四
）」「
雲
梯
の
社
（
⑦

一
三
四
四
）」「
春
日
山
（
⑦
一
三
七
三
）」「
三
室
の
山
（
⑪
二
四
七
二
）」
の
よ
う

に
様
々
な
地
が
あ
り
得
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
名
産
地
を
中
心
と
し
て
地
域
を

定
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

地
名
の
偏
在
傾
向
の
検
討
と
し
て
、
最
後
に
、
巻
十
一
天
地
部
・
地
象
・
山
の
地

名
を
取
り
上
げ
て
み
る
。

⑪
2695　

 

我
妹
子
に　

逢
ふ
よ
し
を
な
み　

駿
河
な
る　

富
士
の
高
嶺
の　

燃
え
つ
つ

か
あ
ら
む

⑪
2696　

 

荒
熊
の　

住
む
と
い
ふ
山
の　

師
歯
迫
山　

責
め
て
問
ふ
と
も　

汝
が
名
は

告
ら
じ

⑪
2697　

 

妹
が
名
も　

我
が
名
も
立
た
ば　

惜
し
み
こ
そ　

富
士
の
高
嶺
の　

燃
え
つ

つ
渡
れ

こ
こ
に
は
東
国
の
山
し
か
出
て
こ
な
い
。
特
に
、
富
士
山
の
歌
で
は
「
燃
え
つ
つ

か
あ
ら
む
」「
燃
え
つ
つ
あ
ら
む
」
と
、
活
火
山
富
士
山
の
有
り
様
と
、
恋
の
情
念

が
く
す
ぶ
り
続
け
て
い
る
こ
と
が
重
ね
ら
れ
て
お
り
、『
万
葉
集
』
以
降
の
歌
に
繋

が
る
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
集
中
、
富
士
山
を
こ
の
よ
う
に
歌
う
の
が
当
該
二
首
だ

け
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
巻
十
一
山
の
項
に
東
国
の
山
し
か
登
場
し
な
い
こ
と
か
ら

（
巻
十
二
に
は
山
の
項
が
な
い
）、
巻
十
一
草
の
項
と
同
じ
指
摘
が
出
来
る
だ
ろ
う
。

草
の
項
が
名
産
地
を
中
心
と
す
る
よ
う
に
、
山
の
項
で
は
東
国
の
山
に
焦
点
を
当

て
、
名
所
的
な
楽
し
さ
を
演
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
こ
こ
で
例
歌
を
挙
げ
る
こ
と
は
省
略
す
る
が
、
巻
十
二
天
地
部
の
気
象
に

収
め
ら
れ
て
い
る
雲
・
霧
・
霞
・
露
の
項
と
、
動
植
物
部
の
植
物
に
収
め
ら
れ
て
い

る
草
の
項
の
前
半
（
三
〇
三
〇
〜
三
〇
五
〇
、三
〇
五
八
）
の
地
名
も
、
生
駒
山
、

佐
保
山
、
切
目
山
が
各
一
例
、
春
日
野
が
二
例
と
な
っ
て
い
て
、
和
歌
山
に
あ
る
切

目
山
以
外
は
平
城
京
を
中
心
に
偏
っ
て
い
る
。

勿
論
、
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
例
外
も
あ
る
。
例
え
ば
、
巻
十
二
動
植
物
部
・

植
物
の
草
の
項
の
後
半
（
三
〇
六
四
〜
三
〇
七
六
）
の
よ
う
に
地
名
が
あ
る
地
域
に

偏
っ
て
い
な
い
箇
所
も
あ
る
（
有
間
―
摂
津
、
吉
野
―
大
和
南
部
、
三
笠
山
―
大
和

北
部
、
田
上
山
―
近
江
、
大
江
山
―
山
城
、
大
崎
―
和
歌
山
、
白
月
山
―
近
江
、
住

吉
―
難
波
）。
し
か
し
、
大
ま
か
に
言
っ
て
、
両
巻
の
寄
物
陳
思
歌
に
は
物
象
に
よ

る
地
名
の
偏
在
傾
向
が
認
め
ら
れ
、
時
に
は
名
所
や
名
産
地
へ
の
興
味
ま
で
の
ぞ
か

せ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
、
両
巻
に
独
特
な
地
名
へ
の
関
心
を
表
し
て
い
る
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

第
二
節　

地
名
の
歌
わ
れ
方　

入
れ
替
え
可
能
な
地
名
の
場
合

寄
物
陳
思
歌
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
地
名
が
、
ど
の
よ
う
に
歌
わ
れ
て
い
る
か

に
目
を
向
け
る
と
、
地
名
歌
に
は
二
種
類
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
一
つ
は
、
作
者

判
明
歌
や
他
巻
の
作
者
未
詳
歌
と
共
通
す
る
類
型
と
地
名
と
を
組
み
合
わ
せ
た
歌
で

あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
他
巻
に
な
い
一
回
的
な
地
名
を
音
に
よ
る
掛
詞
や
音
で
導
く

序
詞
や
枕
詞
に
詠
み
込
ん
だ
り
、
地
域
性
の
強
い
非
類
型
的
な
序
詞
を
持
つ
歌
で
あ

る
。
前
者
は
地
名
の
入
れ
替
え
が
可
能
で
あ
り
、
後
者
は
地
名
の
入
れ
替
え
が
不
可

能
で
あ
る
。

例
え
ば
次
の
よ
う
な
歌
が
あ
る
。
⑩
一
九
〇
九
は
、
朧
気
な
記
憶
し
か
な
い
相
手

を
忘
れ
ら
れ
ず
恋
い
慕
う
苦
し
み
を
歌
っ
て
お
り
、
こ
の
種
の
歌
で
は
朧
気
な
相
手

の
記
憶
の
譬
喩
と
し
て
雲
や
霧
や
霞
が
持
ち
出
さ
れ
や
す
い
。
ま
た
④
五
九
九
の
よ
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う
に
し
っ
か
り
見
な
い
ま
ま
別
れ
て
し
ま
っ
た
恋
人
の
歌
や
、
ち
ら
り
と
で
も
会
い

た
い
と
願
う
歌
に
も
、
そ
の
逢
瀬
の
仄
か
な
感
じ
を
霧
な
ど
に
譬
え
る
こ
と
が
あ

る
。

⑩
1909　

春
霞　

山
に
た
な
び
き　

お
ほ
ほ
し
く　

妹
を
相
見
て　

後
恋
ひ
む
か
も

④
599　

朝
霧
の　

お
ほ
に
相
見
し　

人
故
に　

命
死
ぬ
べ
く　

恋
ひ
渡
る
か
も

 

（
笠
女
郎
）

不
確
か
な
出
会
い
や
逢
瀬
を
雲
や
霧
、
霞
に
譬
え
る
歌
は
多
く
、
一
つ
の
類
型
と

い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
そ
の
中
で
、
雲
な
ど
が
か
か
っ
て
い
る
場
所
を
地
名
で
挙
げ

て
い
る
の
が
次
の
四
首
で
あ
る
。

④
677　

春
日
山　

朝
居
る
雲
の　

お
ほ
ほ
し
く　

知
ら
ぬ
人
に
も　

恋
ふ
る
も
の
か
も

 

（
中
臣
女
郎
）

⑪
2449　

 

香
具
山
に　

雲
居
た
な
び
き　

お
ほ
ほ
し
く　

相
見
し
児
ら
を　

後
恋
ひ
む

か
も 
（
人
麻
呂
歌
集
）

⑬
3294　

み
雪
降
る　

吉
野
の
岳
に　

居
る
雲
の　

よ
そ
に
見
し
児
に　

恋
ひ
渡
る
か
も

⑫
3037　

切
目
山　

行
き
か
ふ
道
の　

朝
霞　

ほ
の
か
に
だ
に
や　

妹
に
逢
は
ざ
ら
む

具
体
的
な
山
名
が
歌
い
込
ま
れ
た
理
由
は
、
作
歌
時
、
眼
前
に
そ
の
山
が
あ
っ
た

か
ら
と
も
、
日
常
目
に
す
る
山
だ
か
ら
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
山
名
と
歌
の
内

容
と
は
不
可
分
な
関
係
で
は
な
い
。
内
容
か
ら
は
そ
の
山
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
積

極
的
な
理
由
は
見
あ
た
ら
な
い
。

②
88　

秋
の
田
の　

穂
の
上
に
霧
ら
ふ　

朝
霞　

い
つ
へ
の
方
に　

我
が
恋
止
ま
む

 

（
磐
姫
皇
后
）

右
の
歌
は
、
山
や
野
な
ど
に
か
か
っ
た
雲
や
霧
や
霞
が
は
れ
な
い
よ
う
に
恋
の
気

持
ち
の
止
む
時
が
な
い
と
い
う
歌
で
、
同
想
の
歌
が
多
く
一
つ
の
類
型
で
あ
ろ
う
。

そ
の
地
名
歌
に
は
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

③
325　

明
日
香
川　

川
淀
去
ら
ず　

立
つ
霧
の　

思
ひ
過
ぐ
べ
き　

恋
に
あ
ら
な
く
に

 

（
山
部
赤
人
）

④
693　

 

か
く
の
み
し　

恋
ひ
や
渡
ら
む　

秋
津
野
に　

た
な
び
く
雲
の　

過
ぐ
と
は

な
し
に 

（
大
伴
千
室
）

④
698　

春
日
野
に　

朝
居
る
雲
の　

し
く
し
く
に　

我
は
恋
増
さ
る　

月
に
日
に
異
に

 

（
大
伴
像
見
）

⑪
2675　

君
が
着
る　

三
笠
の
山
に　

居
る
雲
の　

立
て
ば
継
が
る
る　

恋
も
す
る
か
も

こ
れ
ら
の
歌
で
も
地
名
に
は
そ
こ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
必
然
性
は
な

い
。
例
え
ば
④
六
九
八
の
春
日
野
と
⑪
二
六
七
五
の
三
笠
山
と
を
入
れ
替
え
て
も
、

歌
の
内
容
に
は
殆
ど
影
響
し
な
い
だ
ろ
う
。
同
様
の
指
摘
は
、
雲
や
霞
の
類
型
以
外

に
も
で
き
る
。
川
の
流
れ
や
波
が
絶
え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
恋
の
想
い
も
途
切
れ

る
こ
と
が
な
い
と
い
う
歌
も
記
紀
歌
謡
以
来
の
類
型
で
あ
り
、
そ
の
地
名
歌
に
は
次

の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

日
本
書
紀
118　

 

飛
鳥
川　

漲
ら
ひ
つ
つ　

行
く
水
の　

間
も
な
く
も　

思
ほ
ゆ
る
か
も

 

（
斉
明
天
皇
）

④
526　

 
千
鳥
鳴
く　

佐
保
の
川
瀬
の　

さ
ざ
れ
波　

止
む
時
も
な
し　

我
が
恋
ふ
ら

く
は 

（
坂
上
郎
女
）

⑪
2727　

酢
蛾
島
の　

夏
実
の
浦
に　

寄
す
る
波　

間
も
置
き
て　

我
が
思
は
な
く
に

⑫
3029　

佐
太
の
浦
に　

寄
す
る
白
波　

間
な
く　

思
ふ
を
な
に
か　

妹
に
逢
ひ
難
き
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こ
れ
ら
の
歌
に
お
い
て
地
名
の
入
れ
替
え
が
可
能
な
の
は
、
既
に
定
着
し
て
い
た

と
思
わ
れ
る
類
型
と
地
名
と
の
組
み
合
わ
せ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
た
め
作
歌
の
状
況

を
述
べ
る
必
要
性
が
弱
い
か
ら
だ
ろ
う
。
ま
た
次
の
歌
の
よ
う
に
、
類
型
と
言
う
よ

り
類
歌
と
言
っ
た
方
が
い
い
場
合
も
、
作
歌
の
状
況
が
内
容
に
影
響
し
な
い
た
め
地

名
の
入
れ
替
え
は
可
能
で
あ
る
。

　

④
760　

う
ち
渡
す　

竹
田
の
原
に　

鳴
く
鶴
の　

間
な
く
時
な
し 

我
が
恋
ふ
ら
く
は

 

（
坂
上
郎
女
）

　

⑫
3088　

恋
衣　

着
奈
良
の
山
に　

鳴
く
鳥
の　

間
な
く
時
な
し　

我
が
恋
ふ
ら
く
は

　

⑪
2453　

春
柳　

葛
城
山
に　

立
つ
雲
の　

立
ち
て
も
居
て
も　

妹
を
し
そ
思
ふ

　

⑫
3089　

遠
つ
人　

猟
路
の
池
に　

住
む
鳥
の　

立
ち
て
も
居
て
も　

君
を
し
そ
思
ふ

で
は
、
類
型
と
地
名
と
を
組
み
合
わ
せ
た
歌
で
地
名
の
入
れ
替
え
が
可
能
で
あ
る

時
、
両
巻
の
寄
物
陳
思
歌
で
は
、
ど
の
よ
う
な
地
名
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
同
じ
類
型
の
歌
で
あ
っ
て
も
、
両
巻
の
作
者
未
詳
歌
と
、
作
者
判
明
歌
や
他
巻

の
作
者
未
詳
歌
と
に
は
、
地
名
の
選
択
に
違
い
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
作
者
判

明
歌
巻
で
あ
る
巻
四
、八
な
ら
び
に
作
者
未
詳
歌
巻
で
あ
る
巻
十
と
両
巻
所
収
歌
と

を
比
較
し
て
み
る
と
、
巻
四
、八
、十
に
多
い
春
日
周
辺
の
地
名
が
、
両
巻
に
は
少
な

い
こ
と
に
気
が
つ
く
。

巻
四
に
は
、
春
日
が
五
例
、
佐
保
が
六
例
、
佐
紀
沢
・
三
笠
社
が
各
一
例
あ
る
。

巻
八
に
は
、
春
日
が
七
例
、
佐
保
が
四
例
、
高
円
が
六
例
、
三
笠
山
が
二
例
あ
る
。

巻
十
に
は
、
春
日
が
二
十
例
、
高
円
が
二
例
、
佐
保
・
佐
紀
沢
・
三
笠
山
が
各
三

例
、
生
駒
山
が
一
例
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
両
巻
の
寄
物
陳
思
歌
に
は
、
春
日
が

巻
十
一
に
わ
ず
か
一
例
、
巻
十
二
に
三
例
、
悲
別
歌
に
二
例
し
か
な
い
。
春
日
周
辺

の
地
名
は
、
巻
十
一
に
佐
保
・
佐
紀
沢
・
三
笠
山
が
各
一
例
、
巻
十
二
に
佐
保
・
三

笠
山
が
二
例
、
佐
紀
沢
・
生
駒
山
が
各
一
例
と
な
っ
て
い
る
。

巻
四
、八
、十
と
類
型
歌
を
多
く
有
し
な
が
ら
、
両
巻
に
は
生
活
圏
内
の
平
城
京
周

辺
の
地
名
が
少
な
い
。
も
し
民
謡
説
が
貴
族
や
専
門
歌
人
と
比
較
的
等
質
な
民
謡
を

想
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
平
城
京
周
辺
の
地
名
が
も
っ
と
多
く
出
て
く
る
だ
ろ
う
。

一
つ
の
類
型
に
お
け
る
両
巻
の
地
名
の
選
択
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
よ
う
。
藻
が

靡
き
寄
る
よ
う
に
し
っ
か
り
心
は
相
手
に
寄
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
類
型
で
は
、
坂

上
郎
女
の
歌
と
巻
十
三
の
作
者
未
詳
歌
で
は
明
日
香
川
が
歌
わ
れ
て
い
る
の
に
、
巻

十
一
寄
物
陳
思
歌
で
は
紀
伊
国
の
海
が
歌
わ
れ
て
い
る
。

④
619　

 

…
明
日
香
川　

瀬
々
の
玉
藻
の　

う
ち
な
び
く　

心
は
妹
に　

寄
り
に
け
る

か
も
（
坂
上
郎
女
）

⑪
2780　

紫
の　

名
高
の
浦
の　

な
び
き
藻
の　

心
は
妹
に　

寄
り
に
し
も
の
を

⑬
3267　

明
日
香
川　

瀬
々
の
玉
藻
の　

う
ち
な
び
く　

心
は
妹
に　

寄
り
に
け
る
か
も

万
葉
集
に
藻
の
登
場
す
る
歌
は
多
い
。
羈
旅
歌
が
多
く
、
地
名
歌
は
右
の
三
首
を

含
め
約
四
十
首
あ
る
。
最
多
の
地
名
は
明
日
香
川
で
八
例
に
の
ぼ
る
。
羈
旅
歌
の
多

さ
に
関
わ
ら
ず
明
日
香
川
が
最
も
多
い
こ
と
を
参
考
に
す
れ
ば
、
貴
族
や
専
門
歌
人

と
同
じ
土
壌
に
育
っ
た
近
畿
地
方
の
民
謡
に
も
明
日
香
川
が
歌
わ
れ
て
し
か
る
べ
き

で
あ
る
。
し
か
し
、
巻
十
一
で
は
紀
伊
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
藻
貝
の
項
の
地
名
が
紀

伊
に
偏
っ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
（
第
一
節
参
照
）。

生
活
圏
外
の
地
名
を
好
む
傾
向
は
、
物
象
に
よ
る
地
名
の
偏
在
が
な
い
箇
所
に
も

見
ら
れ
る
。
先
述
し
た
不
確
か
な
出
会
い
や
逢
瀬
の
感
触
を
雲
や
霧
に
譬
え
る
型
で
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は
、
両
巻
以
外
の
歌
は
春
日
山
、
香
具
山
、
吉
野
の
丘
を
歌
っ
て
お
り
大
和
国
内
か

ら
出
な
い
。
し
か
し
両
巻
の
歌
に
あ
る
切
目
山
は
、
和
歌
山
県
日
高
郡
に
あ
り
、
生

活
圏
か
ら
飛
び
出
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
川
の
流
れ
や
波
が
絶
え
る
こ
と
が
な
い
よ

う
に
恋
の
想
い
も
途
切
れ
る
こ
と
が
な
い
と
歌
う
型
に
お
い
て
も
、
両
巻
が
歌
う
の

は
酢
蛾
島
（
三
重
県
鳥
羽
湾
の
周
辺
）
や
佐
太
の
浦
（
筑
紫
）
で
あ
る
。
切
目
山
も

酢
蛾
島
も
佐
太
の
浦
も
、
万
葉
集
に
一
回
し
か
登
場
し
な
い
。
日
常
的
に
目
に
し
耳

に
す
る
地
名
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
両
巻
の
寄
物
陳
思
歌
に
は
、
こ
の
よ
う
な
地

名
が
三
五
箇
所
も
あ
る
。

両
巻
の
研
究
史
に
は
、
地
方
を
中
心
と
し
た
民
謡
説
と
、
貴
族
・
専
門
歌
人
の
い

る
都
を
中
心
と
し
た
民
謡
説
と
が
あ
っ
た
。
地
方
民
謡
説
で
は
生
活
圏
外
の
地
名
の

多
さ
も
理
由
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
両
巻
の
歌
の
多
く
は
作
者
判
明
歌
と
等
質
な

類
型
歌
で
あ
り
、
貴
族
層
の
歌
と
も
人
麻
呂
歌
集
の
歌
と
も
何
ら
変
わ
り
は
な
い
。

従
っ
て
、
地
方
民
謡
説
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
ま
た
、
貴
族
・
専
門
歌

人
と
等
質
な
都
の
民
衆
の
歌
と
し
て
民
謡
説
を
主
張
す
る
な
ら
、
生
活
圏
外
の
地
名

が
多
い
と
い
う
の
は
お
か
し
い
こ
と
に
な
る
。
生
活
圏
外
の
地
名
の
多
さ
は
民
謡
説

の
根
拠
と
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
地
名
の
偏
在
と
同
じ
水
準
で
捉
え
、
両
巻
の
特
徴

と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
。

第
三
節　

地
名
の
歌
わ
れ
方　

入
れ
替
え
不
可
能
な
地
名
の
場
合

一
回
的
な
地
名
の
歌
わ
れ
方
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
よ
う
。
所
在
不
明
を
除
き

三
五
箇
所
の
地
名
が
あ
る
と
思
わ
れ
、
近
畿
地
方
が
二
七
箇
所
と
大
半
を
占
め
て
い

る
。
そ
の
他
、
九
州
地
方
・
東
国
地
方
に
各
三
箇
所
、
備
前
国
・
越
中
国
に
各
一

箇
所
あ
る
。
一
回
的
な
地
名
の
歌
わ
れ
方
の
特
徴
は
、
地
名
音
を
利
用
し
た
掛
詞

や
、
音
で
導
く
序
詞
や
枕
詞
に
あ
る
と
思
う
。
一
回
的
地
名
を
掛
詞
や
序
詞
や
枕
詞

に
取
り
入
れ
た
例
は
十
九
首
あ
り
、
文
脈
に
合
わ
せ
て
作
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
い

（
ａ
〜
ｎ
）。
ａ
ｂ
ｃ
の
序
詞
は
地
名
音
で
次
の
言
葉
を
導
い
て
お
り
、
ｄ
〜
ｎ
の
序

詞
や
枕
詞
な
ど
で
は
地
名
音
で
掛
詞
を
作
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
序
詞
や
掛
詞
の
一

回
性
を
一
首
ず
つ
確
か
め
て
み
よ
う
。

ａ
⑪
2696　

 

荒
熊
の　

住
む
と
い
ふ
山
の　

師
歯
迫0

山　

責
め
て

0

0

0

問
ふ
と
も　

汝
が
名

は
告
ら
じ

ｂ
⑫
3157　

 

我
妹
子
に　

ま
た
も
近
江
の　

安0

の
川　

安や
す
い眠
も
寝
ず
に　

恋
ひ
渡
る
か
も

 

（
羈
旅
発
思
）

ｃ
⑫
3011　

妹
子
に　

衣
か
す
が
の　

宜0

寸
川　

よ
し
も
あ
ら
ぬ
か　

妹
が
目
を
見
む

ｄ
⑪
2541　

た
も
と
ほ
り　

行0

箕
の
里
に　

妹
を
置
き
て　

心
空
な
り　

地
は
踏
め
ど
も

 

（
正
述
心
緒
）

ｅ
⑪
2652　

妹
が
髪　

上
げ
竹0

葉
野
の　

放
れ
駒　

荒
び
に
け
ら
し　

逢
は
な
く
思
へ
ば

ｆ
⑪
2752　

 

我
妹
子
を　

聞
き
都
賀

0

0

野
辺
の　

し
な
ひ
合
歓
木　

我
は
忍
び
得
ず　

間

な
く
し
思
へ
ば

ｇ
⑫
3019　

洗
ひ
衣　

取
替

0

0

川
の　

川
淀
の　

淀
ま
む
心　

思
ひ
か
ね
つ
も

ｈ
⑪
2834　

大
和
の　

室
生
の
毛
桃　

本
繁
く　

言
ひ
て
し
も
の
を　

成
ら
ず
は
止
ま
じ

ｉ
⑪
2839　

 

か
く
し
て
や　

な
ほ
や
な
り
な
む　

大
荒
木
の　

浮
田
の
社
の　

標
に
あ

ら
な
く
に

ｊ
⑫
3153　

 
み
雪
降
る　

越
の
大
山　

行
き
過
ぎ
て　

い
づ
れ
の
日
に
か　

我
が
里
を

見
む 

（
羈
旅
発
思
）

ｋ
⑫
3201　

 

時
つ
風　

吹0

飯
の
浜
に　

出
で
居
つ
つ　

贖
ふ
命
は　

妹
が
た
め
こ
そ

 

（
悲
別
歌
）
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ｌ
⑪
2638　

 

梓
弓　

末0

（
陶
）
の
腹
野
に　

鳥
狩
す
る　

君
が
弓
弦
の　

絶
え
む
と
思

へ
や

ｍ
⑫
3195　

 
磐
城
山　

直
越
え
来
ま
せ　

磯
崎
の　

許
奴
美
の
浜
に　

我
立
ち
待
た
む

 

（
悲
別
歌
）

ｎ
⑫
3164　

室
の
浦
の　

瀬
戸
の
崎
な
る　

鳴
島
の　

磯
越
す
波
に　

濡
れ
に
け
る
か
も

 

（
羈
旅
発
思
）

ま
ず
ａ
は
、
娘
の
恋
人
の
名
を
聞
き
出
そ
う
と
責
め
問
う
母
を
歌
う
。
第
四

句
「
責
め
て
問
ふ
と
も
」
の
母
の
凄
さ
や
厳
し
さ
は
、
具
体
的
に
は
序
詞
部
分

の
「
荒
熊
の
住
む
と
い
ふ
山
の
」
に
よ
っ
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
。
こ
の
序
詞
は

「
師し

は
せ
や
ま

歯
迫
山
」
で
「
責
め
」
を
呼
び
起
こ
す
だ
け
で
は
な
く
、
内
容
に
関
わ
る
よ
う

に
作
ら
れ
て
い
る
。

ｂ
に
も
同
様
の
指
摘
が
で
き
る
。
ｂ
で
は
「
安
の
川
」
に
よ
っ
て
「
安や

す
い眠
」
が
導

か
れ
て
い
る
が
、「
安
の
川
」
の
上
接
部
分
は
「
我
妹
子
に
ま
た
も
近
江

0

0

の
」
と
、

我
妹
子
に
ま
た
逢
い
た
い
と
い
う
願
い
を
歌
っ
て
い
る
。
序
詞
で
ま
た
逢
い
た
い
と

歌
い
、
今
は
逢
う
こ
と
が
叶
わ
な
い
か
ら
こ
そ
、
後
半
「
安や

す
い眠
も
寝
ず
に
恋
ひ
渡
る

か
も
」
が
意
味
を
持
っ
て
く
る
。

ｃ
で
は
、
序
詞
「
我
妹
子
の
衣
か
す
が
の
宜よ

し
き寸
川が
わ
」
に
表
れ
て
い
る
、
妹
と
衣
を

貸
す
よ
う
な
繋
が
り
を
持
ち
た
い
と
い
う
具
体
的
な
希
望
が
、
本
旨
「
よ
し
も
あ
ら

ぬ
か
妹
が
目
を
見
む
」
と
い
う
片
恋
を
支
え
て
お
り
、
ｄ
で
「
行ゆ

き
み箕
の
里
」
に
「
た

も
と
ほ
り
」
が
上
接
す
る
の
は
、
そ
の
里
に
妹
を
置
い
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
主
体

の
、
行
っ
た
り
来
た
り
と
さ
迷
う
心
を
描
く
為
で
あ
ろ
う
。

ｅ
は
、
恋
人
に
逢
え
ず
に
荒
ぶ
る
主
体
の
心
を
「
竹た

か
は
の
葉
野
の
放
れ
駒
」
の
よ
う
だ

と
歌
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
「
竹た

か
は
の
葉
野
」
に
上
接
す
る
序
詞
「
妹
が
髪
上

げ
た
く
」
に
よ
っ
て
、
美
し
い
妹
の
髪
や
、
そ
の
髪
を
上
げ
て
束
ね
る
所
作
を
取
り

込
ん
で
い
る
。
序
詞
に
よ
っ
て
、
主
体
が
狂
う
ほ
ど
に
逢
い
た
い
と
願
う
恋
人
の
イ

メ
ー
ジ
が
仄
か
に
重
ね
合
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ｆ
の
序
詞
「
我
妹
子
を
聞
き
都つ

が

の

へ

賀
野
辺
の
し
な
ひ
合
歓
木
」
で
は
、「
都つ

が

の

へ

賀
野
辺
」

に
よ
っ
て
、「
聞
き
継
ぐ
」
と
い
う
こ
と
と
、
妹
の
し
な
や
か
な
姿
態
を
彷
彿
と
さ

せ
る
「
し
な
ひ
合
歓
木
」
と
が
繋
が
れ
て
い
て
、
耳
に
入
っ
て
き
て
し
ま
う
恋
人
の

噂
と
記
憶
に
あ
る
妹
の
様
子
と
が
主
体
を
悩
ま
せ
て
い
る
様
を
表
現
し
て
い
る
。

ｇ
は
、
心
変
わ
り
は
し
な
い
と
誓
う
男
の
歌
と
思
わ
れ
る
（『
日
本
古
典
集
成
』

の
み
が
心
変
わ
り
を
心
配
す
る
女
の
歌
と
し
て
い
る
）。
恋
の
淀
む
歌
は
万
葉
集

に
多
く
、
吉
野
川
（
②
一
一
九
）、
明
日
香
川
（
⑦
一
三
七
九
）、
松
浦
川
（
⑤

八
六
〇
）
と
具
体
的
な
川
名
を
出
す
例
も
あ
る
。
た
だ
取と

り
か
ひ
が
わ

替
川
は
他
に
例
が
な
く
、

こ
の
選
択
に
は
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
。
訪
れ
の
淀
み
が
あ
れ
ば
何
か
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
心
配
す
る
（
ⅰ
）。
そ
し
て
実
際
、
淀
み
の
原
因
は
何
か
の
障
り
や
人
言

の
場
合
が
あ
る
（
ⅱ
）。
ま
た
、
逢
わ
な
い
間
に
新
し
い
恋
人
が
出
現
し
た
の
か
も

し
れ
な
い
と
も
疑
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
と
訴
え
る
歌
が
意
味
を

持
つ
（
ⅲ
）。

ⅰ
④
649　

 

夏
葛
の　

絶
え
ぬ
使
ひ
の　

淀
め
れ
ば　

事
し
も
あ
る
ご
と　

思
ひ
つ
る

か
も
（
坂
上
郎
女
）

ⅱ
⑫
3109　

ね
も
こ
ろ
に　

思
ふ
我
妹
を　

人
言
の　

繁
き
に
よ
り
て　

淀
む
こ
ろ
か
も

ⅲ
⑪
2451　

天
雲
の　

寄
り
合
ひ
遠
み　

逢
は
ず
と
も　

異
し
手
枕　

我
ま
か
め
や
も

ⅲ
の
よ
う
に
ｇ
も
心
変
わ
り
の
な
い
こ
と
を
誓
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
序
詞
の
意

味
も
理
解
さ
れ
る
。
恐
ら
く
、
古
い
着
物
を
洗
い
た
て
の
着
物
に
取
り
替
え
る
と
い

う
行
為
は
、
新
し
い
恋
人
の
出
現
を
譬
え
て
い
る
。
そ
れ
が
訪
れ
の
淀
む
背
景
と
な
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り
、
ｇ
に
具
象
性
を
持
た
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

ｈ
と
ｉ
で
は
、
地
名
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
具
象
性
が
、
類
歌
と
の
違
い
に

な
っ
て
い
る
。
⑦
一
三
五
八
も
「
毛
桃
」
で
「
本
繁
く
」
を
導
い
て
い
る
が
、
ｈ

で
は
「
室む

ろ
ふ生
の
毛
桃
」
と
な
っ
て
お
り
、
地
名
音
か
ら
連
想
さ
れ
る
「
群
ろ
」「
生

ふ
」
で
、
び
っ
し
り
と
繁
茂
し
て
い
る
様
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
。
ｉ
「
か
く
し
て

や
な
ほ
や
な
り
な
む
」
は
、
⑦
一
三
四
九
「
か
く
し
て
や
な
ほ
や
老
い
な
む
」
と

違
い
、
ど
う
ナ
ル
の
か
を
明
か
さ
ず
、
カ
ク
の
内
容
を
地
名
「
浮う

き
た田
」
に
込
め
る
。

「
浮う

き
た田
の
社
」
は
「
標
」
を
呼
び
起
こ
す
だ
け
で
な
く
、
行
く
末
の
見
え
な
い
恋
故

に
将
来
の
定
ま
ら
な
い
ま
ま
年
を
経
て
ゆ
く
主
体
の
在
り
方
を
象
徴
的
に
表
し
て

い
る
。

ｊ
の
「
越0

の
大
山
」
は
「
行
き
過
ぎ
」
と
掛
詞
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、

想
起
さ
れ
る
雪
深
い
遠
方
の
地
が
旅
の
不
安
を
う
た
う
後
半
を
支
え
て
い
る
し
、
ｋ

「
吹ふ

け
ひ飯
の
浜
」
も
枕
詞
「
時
つ
風
」
と
共
に
、
海
か
ら
吹
く
風
に
体
を
さ
ら
し
な
が

ら
浜
に
出
て
祈
る
主
体
の
様
子
を
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
に
描
く
。

ｌ
で
は
「
梓
弓
の
」
が
「
末
（
陶
）」
の
枕
詞
の
よ
う
な
働
き
を
し
て
お
り
、
恋

い
の
絶
え
な
い
譬
え
と
し
て
弓
弦
を
持
ち
出
す
本
旨
に
合
う
よ
う
に
作
ら
れ
て
い

る
。
ｍ
の
「
許こ

ぬ

み
奴
美
の
浜
」
と
ｎ
の
「
鳴な
き
し
ま島
」
も
序
詞
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
が
、
一
首
を
支
え
る
比
喩⑽

的
な
掛
詞
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
一
回
的
な
地
名
を
用
い
た
掛
詞
や
序
詞
は
歌
の
内
容
に
合
わ
せ
て
作

ら
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
で
は
、
一
回
的
で
な
い
地
名
の
場
合
は
ど
う
な
の
だ
ろ

う
。
ｏ
〜
ｓ
の
地
名
は
、
三
笠
山
、
有
間
、
布
留
川
、
奈
良
山
、
淡
路
島
な
ど
他
巻

で
も
多
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
歌
わ
れ
方
は
、
一
回
的
な
地
名
の
場
合
と
異
な
り
、

定
型
化
し
た
掛
詞
や
序
詞
を
利
用
し
て
い
る⑾

。

ｏ
⑪
2675　

君
が
着
る　

三
笠
の
山
に　

居
る
雲
の　

立
て
ば
継
が
る
る　

恋
も
す

る
か
も

　

⑥
987　

待
ち
か
て
に 

我
が
す
る
月
は 

妹
が
着
る 

三
笠
の
山
に 

隠
り
て
あ
り
け
り

 

（
藤
原
八
束
）

ｐ
⑪
2757　

大
君
の　

御
笠
に
縫
へ
る　

有
間
菅　

あ
り
つ
つ
見
れ
ど　

事
な
き
我
妹

　

⑫
3064　

人
皆
の　

笠
に
縫
ふ
と
い
ふ　

有
間
菅　

あ
り
て
後
に
も　

逢
は
む
と

そ
思
ふ

ｑ
⑫
3013　

我
妹
子
や　

我
を
忘
ら
す
な　

石
上　

袖
布
留
川
の　

絶
え
む
と
思
へ
や

　

④
501　

娘
子
ら
が　

袖
布
留
山
の　

瑞
垣
の　

久
し
き
時
ゆ　

思
ひ
き
我
は

　

 

（
人
麻
呂
）

ｒ
⑫
3088　

恋
衣　

着
奈
良
の
山
に　

鳴
く
鳥
の　

間
な
く
時
な
し　

我
が
恋
ふ
ら

く
は

　

⑥
952　

韓
衣　

着
奈
良
の
里
の 

妻
松
に 

玉
を
し
付
け
む 

良
き
人
も
が
も

 

（
笠
金
村
／
車
持
千
年
）

ｓ
⑫
3167　

波
の
間
ゆ　

雲
居
に
見
ゆ
る　

粟
島
の　

逢
は
ぬ
も
の
故　

我
に
寄
そ

る
児
ら 

（
羈
旅
発
思
）

　

⑮
3633　

淡
島
の　

逢
は
じ
と
思
ふ　

妹
に
あ
れ
や　

安
眠
も
寝
ず
て　

我
が
恋

ひ
渡
る

一
回
的
な
地
名
を
用
い
た
掛
詞
や
序
詞
が
歌
の
内
容
に
合
っ
て
い
る
の
は
、
地
名

音
の
選
択
範
囲
が
広
く
、
新
し
い
掛
詞
や
序
詞
が
作
り
や
す
か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

そ
の
背
景
に
は
生
活
圏
外
の
地
名
を
好
む
両
巻
の
傾
向
が
あ
る
。
そ
う
し
て
作
ら
れ

た
序
詞
に
よ
っ
て
、
定
型
化
が
進
ん
だ
あ
り
ふ
れ
た
地
名
の
序
詞
で
は
表
現
し
得
な

か
っ
た
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
た
よ
う
に
思
う
。

そ
の
効
果
と
同
じ
水
準
で
Ａ
〜
Ｅ
も
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
Ａ
〜
Ｅ
は
そ
の
土
地
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の
風
俗
を
写
し
取
っ
た
よ
う
な
序
詞
に
特
徴
が
あ
る
。
土
着
の
民
謡
の
よ
う
に
も
見

え
る
が
、
果
た
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
。

Ａ
⑪
2645　

宮
材
引
く　

泉
の
杣
に　

立
つ
民
の　

休
む
時
な
く　

恋
ひ
渡
る
か
も

Ｂ
⑪
2646　

 

住
吉
の　

津
守
網
引
の　

浮
け
の
緒
の　

浮
か
れ
か
行
か
む　

恋
ひ
つ
つ

あ
ら
ず
は

Ｃ
⑪
2648　

か
に
か
く
に　

物
は
思
は
じ　

飛
騨
人
の
打
つ
墨
縄
の
た
だ
一
道
に

Ｄ
⑪
2651　

難
波
人　

葦
火
焚
く
屋
の　

す
し
て
あ
れ
ど　

己
が
妻
こ
そ
常
め
づ
ら
し
き

Ｅ
⑪
2699　

阿
太
人
の　

梁
打
ち
渡
す　

瀬
を
早
み　

心
は
思
へ
ど　

直
に
逢
は
ぬ
か
も

Ａ
の
泉
で
宮
材
を
引
き
出
す
様
は
、
藤
原
宮
之
役
民
作
歌
①
五
〇
に
も
歌
わ
れ
て

い
る
。
Ｂ
の
網
引
漁
に
つ
い
て
は
、
長
意
吉
麻
呂
の
応
詔
歌
③
二
三
八
に
歌
わ
れ
て

お
り
、
Ｃ
の
墨
縄
に
つ
い
て
も
、
山
上
憶
良
の
好
去
好
来
歌
⑤
八
九
四
に
歌
わ
れ
て

い
る
。
ま
た
Ｃ
の
上
三
句
ま
で
は
『
歌
経
標
式
』
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
Ｄ
に
歌
わ

れ
て
い
る
難
波
は
葦
の
名
所
と
し
て
聞
こ
え
た
所
で
あ
る
し
、
Ｅ
の
阿
太
人
が
梁
を

打
ち
渡
し
て
漁
を
す
る
こ
と
は
神
武
即
位
前
紀
に
出
て
い
る
。
Ａ
〜
Ｅ
の
景
は
ど
れ

も
有
名
で
あ
り
、
目
に
し
た
こ
と
が
な
く
て
も
知
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
風
俗

を
写
し
取
っ
た
よ
う
な
序
詞
は
、
そ
の
景
が
持
つ
具
象
性
や
喚
起
力
を
見
込
ん
で
作

ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

⑪
2649　

あ
し
ひ
き
の
山
田
守
る
翁
置
く
鹿
火
の
下
焦
が
れ
の
み　

我
が
恋
ひ
居
ら
く

地
名
は
な
い
が
右
の
序
詞
も
農
民
生
活
か
ら
生
ま
れ
た
よ
う
に
見
え
る
。
し
か

し
、
山
中
の
田
を
見
張
る
翁
が
鹿
火
を
焚
い
て
い
る
と
言
わ
れ
れ
ば
都
人
に
も
想
像

す
る
こ
と
は
難
し
く
な
い
だ
ろ
う
。
鹿
火
が
な
か
な
か
燃
え
立
た
ず
中
で
燻
っ
て
い

る
様
な
ど
、
木
を
燃
や
し
た
経
験
が
あ
れ
ば
誰
に
で
も
分
か
る
。
こ
の
序
詞
に
よ
っ

て
、
本
旨
「
恋
ひ
居
ら
く
」
は
共
感
を
呼
ぶ
言
葉
に
な
っ
て
い
る
。

有
名
で
あ
っ
た
り
想
像
し
や
す
い
風
俗
を
取
り
込
む
序
詞
も
、
一
回
的
な
地
名
を

用
い
た
一
回
的
な
序
詞
と
同
様
に
、
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
付
与
し
て
い
る
。
掛
詞

や
序
詞
へ
の
こ
の
よ
う
な
地
名
の
取
り
込
み
方
は
、
表
現
手
法
と
し
て
理
解
す
べ
き

も
の
で
、
民
謡
の
特
徴
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

ま
と
め

両
巻
所
収
寄
物
陳
思
歌
の
地
名
含
有
率
の
高
さ
は
、
民
謡
で
あ
る
こ
と
に
起
因
す

る
も
の
で
は
な
く
、
生
活
圏
外
の
地
名
へ
の
関
心
（
第
一
節
）
を
背
景
と
し
て
類
型

歌
に
地
名
が
詠
み
込
ま
れ
、
地
名
を
用
い
た
序
詞
が
作
ら
れ
た
（
第
二
節
、
第
三
節
）

結
果
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
歌
を
受
容
し
必
要
と
し
た
基
盤
と
は
何
だ
っ
た
の

か
が
改
め
て
問
題
と
な
る
。

高
木
市
之
助
と
土
橋
寛
は
両
巻
を
作
歌
参
考
書
と
考
え
た
（
は
じ
め
に
）。
独
特

な
地
名
へ
の
関
心
は
作
歌
の
参
考
に
は
相
応
し
く
な
い
が
、
両
巻
の
歌
に
作
者
判
明

歌
や
他
巻
の
作
者
未
詳
歌
に
な
い
汎
用
性
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
は
序

詞
に
志
賀
の
海
人
を
歌
い
込
む
ケ
ー
ス
か
ら
も
推
察
で
き
る
。

Ⅰ
⑪
2742　

 

志し

か賀
の
海
人
の　

火
気
焼
き
立
て
て　

焼
く
塩
の　

辛
き
恋
を
も　

我
は

す
る
か
も

Ⅱ
⑮
3652　

 
志し

か賀
の
海
人
の　

一
日
も
お
ち
ず　

焼
く
塩
の　

辛
き
恋
を
も　

我
は
す

る
か
も

志
賀
の
歌
二
七
首
の
う
ち
海
人
の
歌
は
一
二
首
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
う
ち
恋
歌
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は
わ
ず
か
五
首
し
か
な
い
。
本
来
、
志
賀
の
海
人
は
旅
の
景
物
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

恋
歌
五
首
の
う
ち
四
首
は
両
巻
の
作
者
未
詳
歌
で
あ
り
、
残
り
の
一
首
は
遣
新
羅
使

人
歌
で
あ
る
。
そ
の
遣
新
羅
使
人
歌
は
巻
十
一
の
歌
に
酷
似
し
て
い
る
（
Ⅰ
・
Ⅱ
）。

ま
た
、
海
人
と
「
い
ざ
り
」
を
同
時
に
歌
う
例
も
巻
十
二
に
一
例
と
恋
歌
で
な
い
遣

新
羅
使
人
歌
に
二
例
し
か
な
く
、
両
巻
の
歌
と
遣
新
羅
使
人
歌
と
に
は
影
響
関
係
が

認
め
ら
れ
る
。
志
賀
の
海
人
を
恋
歌
に
持
ち
込
ん
だ
の
は
、
歌
数
か
ら
考
え
て
両
巻

の
歌
が
先
で
あ
っ
た
蓋
然
性
が
高
く
、
遣
新
羅
使
人
に
影
響
を
与
え
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
影
響
関
係
に
あ
る
両
者
に
違
い
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
Ⅰ
は
「
志
賀

の
海
人
の
火
気
焼
き
立
て
て
焼
く
塩
の
」
に
「
辛
き
恋
」
を
譬
え
て
い
る
。
煙
を
あ

げ
塩
を
ふ
き
な
が
ら
焼
け
て
い
く
海
藻
の
様
が
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
恋
へ
の
焦
り

と
火
に
炙
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
つ
ら
さ
を
表
現
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
Ⅱ
は
ど
う
だ

ろ
う
。「
志
賀
の
海
人
の
一
日
も
お
ち
ず
焼
く
塩
の
」
に
Ⅰ
の
よ
う
な
焦
燥
が
あ
る

だ
ろ
う
か
。
ど
れ
ほ
ど
苦
し
い
「
辛
き
恋
」
か
を
訴
え
る
表
現
と
し
て
は
、「
一
日

も
落
ち
ず
」
よ
り
「
火
気
焼
き
立
て
て
」
の
方
が
相
応
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
遣
新
羅
使
人
と
い
う
立
場
を
考
え
る
と
「
一
日
も
落
ち
ず
」
は
意
味
を

持
っ
て
く
る
。
休
む
こ
と
な
く
海
藻
を
焼
き
続
け
る
海
人
の
姿
が
、
そ
の
焼
く
塩
の

辛
さ
と
相
ま
っ
て
「
辛
き
恋
」
の
譬
え
と
な
る
の
は
、
つ
ら
い
旅
に
あ
る
使
人
の
歌

だ
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
一
日
も
落
ち
ず
」
を
介
し
て
、
使
人
は
海
人
の
姿

と
自
身
の
姿
と
を
重
ね
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

単
な
る
類
歌
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
違
い
が
両
者
に
は
あ
る
。
遣
新

羅
使
人
歌
は
そ
の
立
場
を
理
解
し
て
は
じ
め
て
意
味
を
持
つ
一
回
的
な
歌
で
あ
り
、

巻
十
一
の
歌
は
誰
が
い
つ
ど
の
よ
う
な
立
場
で
歌
っ
た
か
問
題
に
し
な
い
汎
用
性
の

あ
る
歌
な
の
だ
ろ
う
。
こ
の
汎
用
性
は
、
両
巻
所
収
作
者
未
詳
歌
の
多
く
に
指
摘
で

き
る
と
思
わ
れ
る⑿

。

本
稿
で
は
、
両
巻
の
寄
物
陳
思
歌
が
、
珍
し
い
地
名
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
そ
れ

を
類
型
に
取
り
込
ん
だ
り
、
喚
起
力
の
あ
る
序
詞
を
作
る
こ
と
で
、
場
に
縛
ら
れ
な

い
汎
用
性
を
持
つ
に
至
っ
た
こ
と
を
見
て
き
た
。
同
様
の
傾
向
は
正
述
心
緒
歌
に
も

認
め
ら
れ
る
。
正
述
心
緒
歌
も
、
喚
起
力
の
あ
る
歌
こ
と
ば
や
複
合
語
や
類
型
に

よ
っ
て
、
場
を
問
題
と
し
な
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る

（
拙
稿
「
万
葉
集
噂
の
歌
考
ー
巻
十
一
・
十
二
を
中
心
に
ー
」
青
山
語
文
第
三
十
三

号
・「
万
葉
語
「
〜
ヅ
マ
」
に
つ
い
て
」
上
代
文
学
第
九
十
三
号
）。
こ
の
よ
う
な

歌
を
受
容
す
る
基
盤
と
は
何
か
。
歌
材
別
編
纂
方
針
が
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
地
名

へ
の
独
特
な
関
心
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
両
巻
の
目
指
し
た
と
こ
ろ
は
作
歌
の
場
を

問
題
と
せ
ず
誰
に
で
も
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
読
み
物
と
し
て
の
巻
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。

注⑴ 

両
巻
の
性
格
に
つ
い
て
初
め
て
意
見
を
述
べ
た
賀
茂
真
淵
（『
万
葉
考
』
明
和
五
）
も
両
巻

の
歌
を
奈
良
以
前
の
古
い
歌
と
し
な
が
ら
民
謡
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
（
河
野
頼
人
『
万

葉
学
研
究
・
近
世
』
昭
和
四
四　

参
照
）。『
万
葉
集
略
解
』
も
『
万
葉
集
古
義
』
も
真
淵

の
意
見
を
引
き
継
い
で
い
る
。
明
治
に
な
り
国
民
歌
集
と
し
て
発
明
さ
れ
て
い
く
中
で
民

謡
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
（
品
田
悦
一
『
万
葉
集
の
発
明
』
平
成
一
三
）。「
民
謡
」
は
漢
語

で
あ
り
、
日
本
語
の
「
民
謡
」
は
明
治
二
四
年
に
森
鴎
外
が
「Volkslied

」（「
民
族
／
民
衆

の
歌
謡
」
の
意
で
Ｊ
・
Ｇ
・
ヘ
ル
ダ
ー
の
造
語
）
を
「
民
謡
」
と
訳
し
た
こ
と
に
始
ま
る

（『
日
本
民
謡
大
事
典
』
浅
野
建
二
・
編　

昭
和
五
八
）。

⑵
初
め
て
万
葉
集
の
中
に
民
謡
の
存
在
を
指
摘
。
対
象
は
巻
十
四
の
東
歌
だ
っ
た
。

⑶ 

「
古
代
民
謡
史
論
」
昭
和
七
・「
短
歌
の
古
代
性
」
昭
和
二
六
・『
日
本
古
典
文
学
大
系
６　

万
葉
集
三
』
の
「
解
説
」
昭
和
三
五
。

⑷ 

民
謡
は
原
始
社
会
の
産
物
で
あ
り
、
社
会
性
・
歌
謡
性
・
素
朴
性
を
属
性
と
す
る
と
い

う
考
え
。
柳
田
国
男
（『
民
謡
覚
書
』
昭
和
一
〇
）、
鶴
見
俊
輔
（『
限
界
芸
術
論
』
昭
和
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四
二
）
ら
に
共
通
し
、
現
実
的
・
社
会
的
機
能
を
条
件
と
す
る
点
で
民
謡
説
論
者
よ
り
民

謡
の
範
囲
を
狭
く
捉
え
て
い
る
。

⑸ 
「
万
葉
序
説
」『
万
葉
開
眼
（
上
）』
昭
和
五
三
・「
民
謡
と
創
作
歌
の
間
」『
万
葉
集
研
究　

第
九
集
』
昭
和
五
五
。

⑹ 

折
口
信
夫
「
大
和
時
代
の
文
学
」
昭
和
八
・「
記
紀
歌
謡
」
昭
和
一
一
・「
万
葉
集
の
恋
歌
」

昭
和
一
三
な
ど
。

⑺
吉
田
義
孝
『
柿
本
人
麻
呂
と
そ
の
時
代
』（
既
出
）。

⑻ 

土
橋
寛
「
序
詞
の
概
念
と
そ
の
源
流
」
昭
和
三
一
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
両
巻
の
地
名
を

含
む
序
詞
の
多
く
は
心
情
を
表
現
し
て
お
り
、
即
興
的
な
い
し
属
目
の
景
物
を
取
り
込
ん

だ
と
は
考
え
に
く
い
。
民
間
の
寿
歌
に
始
ま
る
序
詞
の
基
本
的
性
格
と
巻
十
一
・
十
二
の
序

詞
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

⑼ 

物
象
ご
と
の
配
列
を
明
ら
か
に
し
た
伊
藤
博
の
研
究
（『
万
葉
集
の
表
現
と
方
法　

上
』
昭

和
五
〇
）・『
新
潮
日
本
古
典
集
成　

万
葉
集
三
』
解
説　

昭
和
五
五
）
を
元
に
し
て
い
る
。

⑽ 

ｍ
「
許こ

ぬ

み
奴
美
の
浜
」
は
、
女
神
が
男
神
の
来
ぬ
の
を
待
つ
伝
説
を
背
景
に
し
て
い
る
（
下

河
辺
長
流
『
続
歌
林
良
材
集　

上
』）。
伝
説
と
結
び
つ
く
の
は
後
の
時
代
で
あ
る
と
い
う

反
論
（
久
松
『
万
葉
集
総
釈　

第
六
』
既
出
）
も
あ
る
が
、
地
名
音
か
ら
「
来
ぬ
」
が
連

想
さ
れ
る
の
は
自
然
な
こ
と
だ
ろ
う
。「
待
た
む
」
と
言
い
な
が
ら
信
じ
切
れ
な
い
待
つ
女

の
気
持
ち
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
よ
う
に
ｎ
「
鳴
島
」
も
『
代
匠
記
』
に
指
摘
が
あ

る
よ
う
に
、
故
郷
の
妻
を
思
っ
て
泣
く
こ
と
と
掛
け
て
あ
る
。

⑾ 

⑪
二
六
九
八
、二
七
二
二
、
⑫
三
〇
〇
九
の
よ
う
に
一
回
的
地
名
で
な
く
と
も
用
例
の
二
例

ほ
ど
し
か
な
い
地
名
（
浅
香
潟
や
和
射
見
野
）
や
大
和
国
で
な
い
珍
し
い
地
名
を
用
い
た

例
で
一
回
的
な
序
詞
を
形
成
す
る
場
合
も
あ
る
。

⑿ 

左
の
例
の
よ
う
に
汎
用
性
の
な
い
特
殊
な
序
詞
を
持
つ
歌
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
歌
は
、
喚

起
力
の
あ
る
独
特
な
序
詞
に
よ
っ
て
読
み
物
と
し
て
の
面
白
さ
追
求
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　

⑪
2649　

あ
し
ひ
き
の
山
田
守
る
翁
置
く
鹿
火
の
下
焦
が
れ
の
み　

我
が
恋
ひ
居
ら
く

　
　

⑪
2651　

難
波
人
葦
火
焚
く
屋
の
す
し
て
あ
れ
ど　

己
が
妻
こ
そ
常
め
づ
ら
し
き

（
と
ち
お　

ゆ
き
・
本
学
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
）


